
市町村における地域日本語教育の進展の理想像 

 

〇 市町村ヒアリングを踏まえ、市町村における地域日本語教育の進展の理想像を以下のと

おり作成した。 

〇 日本語教室が無い状態から進展し、最終的には多様な主体を巻き込んで連携していくこ

とが、めざす姿（理想形）ではないかとの視点から整理したもの。 

〇 地域の実情に応じた対応が必要であり、全ての市町村にとってＥが最終形とは限らない。 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業 

Ｅ 

ボランティア教室 

大学・日本語学校

企業 

ボランティア教室 

ボランティア教室 

Ｄに加え、ボランティア教室だけではなく、地域の企業、大学・日本語学校

等が連携しており、複数のネットワークを取りまとめる実務的なコーディネ

ート役（仮称）が存在している。 

【市町村】 

支援 

日本語教室のない空白地域 

Ａ 

行政の支援が無く、ボランティアのみで 

日本語教室が運営されている。 

Ｂ 

ボランティア教室 ボランティア教室 

【市町村】 

・・・リーダー的人材 

Ｃ 

行政による財政支援等が有り、日本語教室が

運営されており、リーダー的人材を中心とし

たネットワークが形成されている。企業は、

企業内での日本語教育を独自に実施。 

ボランティア教室 

【市町村】 

ボランティア教室 

支援 

Ｃに加え、専門家による（初心者向

け）日本語講座が実施され、行政と企

業との連携も一部で実施されている。 

Ｄ 

【市町村】 専門家による（初心者向け）日本語講座 

専門家による（初心者向け）日本語講座 

企業 

ボランティア教室 

ボランティア教室 

支援 

・・・リーダー的人材（仮） 
（役割を検討） 

 実務的なコーディネート役（仮称） 

企業 

連携 

資料２ 

学校 


